
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
牛
痘
種
痘
は
五
十
年
後
、
極
東
の
日
本
に
も
た

ら
さ
れ
、
急
速
に
日
本
全
国
に
広
ま
り
、
西
洋
医
学
の
導
入
に
大

き
な
触
媒
的
役
割
を
果
し
た
。
日
本
全
国
へ
の
牛
痘
種
痘
普
及
の

本
格
的
ル
ー
ト
は
藺
方
医
を
介
す
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、
シ
ー
ボ
ル

ト
は
熱
心
に
鳴
滝
塾
に
学
ん
だ
日
本
の
医
師
た
ち
に
種
痘
の
知
識

と
実
技
を
伝
え
た
。
し
か
し
、
活
性
痘
苗
の
伝
来
は
や
や
遅
れ
、

嘉
永
二
年
二
八
四
九
）
六
月
に
藺
館
医
モ
ー
ニ
ッ
ケ
と
佐
賀
藩
医

楢
林
宗
建
の
協
力
に
よ
り
実
現
さ
れ
た
。
こ
の
モ
ー
ニ
ッ
ケ
痘
苗

は
そ
の
年
の
内
に
大
阪
・
京
都
・
福
井
・
名
古
屋
お
よ
び
江
戸
に

伝
え
ら
れ
た
。
名
古
屋
へ
は
伊
藤
圭
介
の
友
人
柴
田
方
庵
（
長
崎
開

業
医
・
水
戸
出
身
）
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
、
嘉
永
二
年
十
一
月
二
十

二
日
、
圭
介
の
子
と
そ
の
近
隣
の
子
に
接
種
さ
れ
た
。
柴
田
方
庵

は
モ
ー
ニ
ッ
ヶ
よ
り
種
痘
法
を
伝
授
さ
れ
、
出
身
地
の
水
戸
藩
公

４
尾
張
・
三
河
の
種
痘
史
補
遺

ｊｌ
ｏ
山
田
英
雄
．

１２山
内
一
信
・

ｊ３高
橋

昭

に
痘
苗
を
届
け
る
べ
く
帰
郷
す
る
途
次
、
名
古
屋
に
立
ち
寄
り
伊

藤
圭
介
に
伝
え
た
も
の
で
あ
る
・
伊
藤
圭
介
は
痘
苗
を
植
え
継
ぎ
、

家
に
種
痘
所
を
設
立
し
た
。
こ
れ
と
は
別
に
嘉
永
三
年
、
名
古
屋

の
藺
方
医
鈴
木
容
蔵
が
京
都
の
医
師
長
柄
舂
竜
か
ら
種
痘
法
を
習

い
帰
郷
し
、
十
数
名
の
名
古
屋
の
医
師
に
伝
授
し
た
。
鈴
木
容
蔵

は
外
科
が
得
意
な
藺
方
医
で
あ
っ
た
が
、
尾
張
の
種
痘
普
及
に
は

大
き
な
貢
献
を
し
た
。
嘉
永
五
年
二
八
五
二
）
八
月
、
尾
張
藩
種

痘
所
が
開
設
さ
れ
、
大
河
内
存
真
、
石
井
隆
庵
、
伊
藤
圭
介
の
三

人
が
取
締
り
と
な
っ
た
。
こ
の
種
痘
所
は
山
田
町
之
内
、
広
小
路

大
津
町
よ
り
西
六
軒
目
の
地
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
種
痘
所
開
設

は
後
の
愛
知
医
学
校
、
現
在
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
へ
の
原
点
と

な
っ
た
。
「
種
痘
所
用
留
」
や
「
尾
張
藩
種
痘
記
録
」
に
よ
る
と
毎

月
種
痘
日
が
決
め
ら
れ
、
当
番
医
師
が
種
痘
に
当
た
り
、
午
前
九

時
よ
り
午
後
八
時
ま
で
行
わ
れ
、
料
金
は
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
嘉
永
六
年
二
月
に
は
も
う
一
つ
、
下
御
園
町
之
内
西
側
田
島

屋
与
左
衛
門
持
家
に
種
痘
所
西
所
が
設
け
ら
れ
た
。
明
治
二
年
頃

に
は
、
尾
張
全
体
か
ら
相
当
多
く
の
受
痘
者
が
あ
っ
た
が
、
こ
の

こ
ろ
の
種
痘
料
金
は
一
児
金
六
銭
二
厘
五
毛
と
記
さ
れ
、
貧
し
い

子
供
は
無
料
で
あ
っ
た
。

(36） 188



以
上
の
ご
と
く
、
尾
張
の
種
痘
普
及
は
名
古
屋
を
中
心
に
急
速

か
つ
組
織
的
に
推
進
さ
れ
た
が
、
そ
の
土
台
と
し
て
伊
藤
圭
介
の

先
駆
的
業
績
（
暎
晧
刷
國
種
痘
奇
書
の
出
版
な
ど
）
と
尾
張
蘭
方
医
の

一
致
協
力
態
勢
が
あ
っ
た
。

三
河
に
お
け
る
牛
痘
種
痘
の
普
及
に
つ
い
て
は
ま
と
ま
っ
た
資

料
は
な
い
が
、
こ
の
地
域
へ
の
種
痘
の
普
及
も
意
外
に
早
か
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
田
崎
哲
郎
教
授
の
三
河
地
区
の
藺
方
医

の
研
究
報
告
に
よ
る
と
、
武
田
元
順
お
よ
び
山
崎
讓
平
の
種
痘
活

動
を
紹
介
し
て
い
る
・
武
田
元
順
は
南
設
楽
郡
鳳
来
町
の
出
身
で
、

江
戸
の
伊
東
玄
朴
の
門
下
で
あ
り
、
帰
郷
（
一
八
五
九
）
し
て
開
業

（
豊
川
市
）
し
、
種
痘
の
普
及
に
つ
と
め
た
。
彼
は
又
愛
知
県
会
議

員
（
初
代
議
長
）
と
し
て
地
方
政
治
史
に
も
大
き
な
功
績
を
残
し
て

い
る
。
山
崎
讓
平
は
藺
方
医
で
は
な
い
が
、
難
波
抱
節
（
岡
山
）
に

種
痘
を
習
い
、
帰
郷
し
て
種
痘
を
三
河
山
間
部
に
安
政
二
年
か
ら

七
年
ま
で
広
め
た
人
物
で
あ
り
、
津
具
村
民
族
資
料
館
に
そ
の
種

痘
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
西
尾
の
藺
方
医
横
田
毅
（
シ
ノ
ブ
）

も
ま
た
、
三
河
の
種
痘
史
上
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
人
物
で
あ
り
、
江

戸
で
伊
東
玄
朴
に
、
長
崎
で
松
本
良
順
に
蘭
学
を
学
び
、
帰
郷
し

て
開
業
し
、
藩
医
と
な
り
二
八
六
三
）
、
種
痘
普
及
に
励
ん
だ
。

西
尾
町
史
に
よ
る
と
そ
の
数
三
十
万
人
に
及
ん
だ
と
い
う
。

最
後
に
日
本
の
種
痘
史
上
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
人
物
に
、
利
光
仙

庵
（
吉
田
藩
の
江
戸
詰
医
師
）
が
あ
る
。
中
川
五
郎
治
が
ロ
シ
ア
よ

り
持
ち
帰
っ
た
牛
痘
種
痘
の
本
を
長
崎
の
通
詞
馬
場
佐
十
郎
が

「
遁
花
秘
訣
」
と
し
て
翻
訳
し
た
が
、
刊
行
に
至
ら
な
か
っ
た
も

の
を
、
仙
庵
が
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
に
「
魯
西
亜
（
オ
ロ
シ
ァ
）

牛
痘
全
書
』
と
題
し
て
刊
行
し
た
。
こ
の
写
本
は
現
在
豊
橋
市
立

中
央
図
書
館
に
だ
け
残
っ
て
い
る
。
利
光
仙
庵
は
安
政
七
年
二
八

六
○
）
に
吉
田
に
帰
り
、
領
内
各
村
に
種
痘
を
普
及
さ
せ
た
。
利
光

仙
庵
の
経
歴
に
つ
い
て
は
不
明
の
点
が
多
く
今
後
の
検
討
事
項
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
三
河
地
域
に
お
け
る
牛
痘
種
痘
の
普
及
は
尾

張
と
は
無
関
係
に
独
立
し
て
進
め
ら
れ
た
様
子
が
伺
わ
れ
る
。

（
、
国
立
療
養
所
中
部
病
院
）

（
帥
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
医
療
情
報
部
）

（
帥
東
海
中
央
病
院
）
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